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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

1９水稲に対する緩効性肥料の肥効

（１）水稲に対する被覆肥料の肥効特性と使用法
分類

６２～２年（完了）

被覆肥料の肥効特性を明らかにし、 水稲施肥の合理化に資する

Ⅱ試験方法

②

◎

ｌ試験場所福岡農総試内水田（中粗粒灰色低地土、灰色系、ＳＬ／ｓＬ）
２試験規模１区１５～２０ｍ２２連

３供試品種ツクシホマレ＜６２～６３年）、ヒノヒカリ（１～２年）
４供試肥料粒状の速効性肥料の表面を樹脂性の被膜でコーティングした

緩効性の窒素質肥料。

LPコート１００，１４０，ｓ,ＳＳタイプ。（尿素を被覆、成分は４０‐０‐０）
セラコートＮタイプ°（ＮＫ化成を被覆、成分は１５－０‐１５）

５窒素溶出量調査

被覆肥料単体を網袋に包んで圃場に埋設し、
窒素量を測定し、窒素の減量分を溶出量とした

経時的に取り出して残存
。

６施肥試験
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Ⅲ主要成果の概要

水稲施肥の合理化を図るため、最近開発された被覆肥料の肥効特性及び
水稲に対する有効な施用法を明らがにした。

ｌLPコート１００ﾀｲﾌ゚ 、１４０ﾀｲフ。：，水田に施用したＬＰコートｌＯＯからの窒素の溶出は
移植時から６月末までに１５％、７月末までに６０％が溶出し、８月中旬まで
に８０％が溶出する。ＬＰコート１４０の窒素溶出は１００タイプ。より１０日前後遅い。
このタイプは長期間肥効が持続するため､‐１回全置施肥が可能である。ま
た、施肥窒素の利用率が普通肥料に比べ２割前後高い。
２ｔラコートＮタイプ：ＬＰコート１００よりも前期（移植時～７月中旬）の溶出童が多
い。基肥として用いるが、緩効性に優れ、利用率が高いことから、中後期
の葉色低下を防止でき、増収が図れる°また…基肥量を2割程度まで減肥
することができ、、施肥の省力化（第２回穂肥の省略）も可能であり、慣イテ
施肥と同等の収量が得られる。
３ ＬＰコートＳﾀｲﾌ゚ 、ＳＳﾀｲﾌ゚ ：移植後１カ月前後窒素の溶出がなく、
に溶出が進み、８月下旬までに８０％が溶出する。このタイプは、
と配合して利用することで、１回全量施肥に適していろ．
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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．第１図稲作期間中における被覆肥料の窒素溶出パターン

第１表施肥窒素の利用率（％）

肥料施肥法６２年６３年 １年２年

普通化成慣行４８．１３７．８５０．９二５０．７

しPコート１００一回施肥（2割減）５９．７６７．１５１．０

〃１４０〃 ５９．４

〃Ｓ＋普通化〃５２．６５７．０

セラコートＮ慣行,、追肥減５８．５４８．１６３．０５０．０

第２表被覆肥料の対照化成肥料に対す悪収量比率、品質
（６３年ツクシホマレ）（１年ヒノヒカリ）

肥料施肥法収量等級 肥料施肥法収量等級

普通化成７‐３－２１００１下～2上普通化成６‐２‐1．５１００１下
セラコートＩＪＩ７

■

－３‐２１０８２上ｔラコートＮ６．‐２－１．５１０７１下

〃５．６．‐３‐２１０１１下～２上〃４．８．‐２‐1．５１０２１下

〃６．‐２‐０１０５１中～下

注）①施肥法は、窒素施用量（ｋ８／lOa)の基肥、穂肥Ｉ，穂肥Ⅱを示す
②＊は被覆肥料で施肥。

。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１被覆肥料の特徴を明らかにすることで、施肥の省力化をはじめ、水稲
の施肥改善を図るために活用できる．

２被覆肥料の．種類汎タイプで肥効特性がかなり異なるので、溶出バター
ン等の特性に留意して用いる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

各被覆肥料ごとの窒素の溶出と地温との関係。
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